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抗がん剤や放射線治療などによる影響で、主に卵巣
や精巣などの機能（生殖機能）が低下したり、失われ
たりすることで、将来子どもを授かることが難しくな
ることがあります。
そのため、がんの治療前に胚（受精卵）、未受精卵
子、卵巣組織、精子を採取・凍結し、長期的に保存す
ることで、妊娠するために必要な力（妊よう性）を残
す治療法のことです。

定められた要件を全て満たした方が対象です。

妊よう性温存療法
妊よう性温存療法とは　

妊よう性温存療法により凍
結した胚（受精卵）、未受精
卵子、卵巣組織、精子を用
いて行う胚（受精卵）移植
などの生殖補助医療のこ
とです。

温存後生殖補助医療とは

妊よう性温存療法については、がん治療医にご相談ください。
その他の要件や申請方法などは下記ＨＰをご確認ください。
8www.pref.nara.jp/59479.htm

県では、将来子どもを産み育てることを望む小児・思春期およ
び若年のがん患者さんが希望をもってがん治療に取り組むこ
とができるように、「妊よう性温存療法」および「温存後生殖補
助医療」に要する治療費の一部を助成しています。

対象となる治療
胚（受精卵）凍結に
係る治療

1回あたりの助成上限額

35万円

20万円

40万円

2.5万円

35万円

未受精卵子凍結に
係る治療

卵巣組織凍結に係る治療
（組織の再移植を含む）

精子凍結に係る治療

精巣内精子採取術による
 精子凍結に係る治療

▶助成を受けられる方

●凍結保存日に43歳未満の方
●原疾患の治療内容が対象となる
治療である方

●凍結保存を令和3年7月1日以降
に行った方※

●担当医師により、生命予後に与える
　影響が許容されると認められる方
●国の研究への参加に同意した方　　など

※凍結保存は指定医療機関で行う必要があります。 ※温存後生殖補助医療は指定医療機関で行う必要があります。

※治療の内容により助成上限額が異なります。

妊よう性温存療法の要件
定められた要件を全て満たした方が対象です。

温存後生殖補助医療

対象となる治療
凍結した胚（受精卵）を
用いた生殖補助医療

1回あたりの助成上限額

１０万円

2５万円※

３0万円※

３０万円※

凍結した未受精卵子を
用いた生殖補助医療
凍結した卵巣組織
再移植後の
生殖補助医療

凍結した精子を用いた
生殖補助医療

▶助成を受けられる方

●温存後生殖補助医療に係る治療期間の初日にお
ける妻の年齢が43歳未満である夫婦

●凍結保存を行った後に、温存後生殖補助医療を
令和4年4月1日以降に受けた方※

●他の治療法では妊娠の見込みがないまたは極め
て少ないと医師に診断された方

●担当医師により、生命予後に与える影響が許容さ
れると認められる方

●国の研究への参加に同意した方　　など

温存後生殖補助医療の要件
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